
大学等設置等に係る寄附行為（変更）認可後の財政状況及び 

施設等整備状況調査結果について（令和６年度） 
 

１．調査の目的 

 

  本調査は、大学等の設置等が認可された学校法人に対し、その健全な経営の確保に必要

な指導、助言を行うため、「学校法人の寄附行為及び寄附行為の変更の認可に関する審査

基準（平成１９年文部科学省告示第４１号）」に基づき、大学等設置等に係る寄附行為（変

更）認可時の附帯事項等が確実に履行されているかを確認し、併せて学校法人の経営の実

態及び施設等の整備の進捗状況を把握することを目的としている。 

 

２．調査の方法・内容 

 

  調査方法は、大学設置・学校法人審議会学校法人分科会が、原則として、開設年度に入

学した学生が卒業する年度（完成年度）までの間、認可を受けた者に対して書類調査を実

施し、必要に応じて、面接調査又は実地調査により行っている。 

  調査内容は、①認可以降の意見等の履行状況、②施設・設備の年次計画の実施状況、③

経営の実態（役員の就任状況などの管理運営面、資産・収支状況などの財政面）について

行っている。 

 

３．令和６年度調査結果の概要 

 

  調査対象学校法人は全１１７法人であり、今回の調査の結果、指摘が付された学校法人

は８４法人であった（表１及び別添参照）。なお、具体的な指摘の例（延べ法人数）は以

下のとおり。 

○ 資産総額変更登記・代表権登記の遅延により、法令の規定に抵触しているもの（法令

違反：１１法人） 

○ 財務書類等の備付けの遅延により、法令の規定に抵触しているもの（法令違反：６法

人） 

○ 理事又は評議員が寄附行為に定める数に対して欠員（選任条項上の欠員も含む）とな

っているため、是正を求めるもの（是正：５法人） 

〇 理事会・評議員会について、法令又は寄附行為に基づいた運営がなされていないため、

開催順序等の是正を求めるもの（是正：８法人） 

〇 監事監査において教学監査を実施していないため、大学等での充実した教育研究の観

点から監査に関する計画の是正を求めるもの（是正：３法人） 

○ 入学定員の未充足（０.５倍以下）の学科について、健全な法人経営の観点から収容定

員の変更の見直しなどの早急な是正を求めるもの（是正：３４法人）（※） 

○ 入学定員の未充足（０.５倍超～０.７倍未満）の学科について、健全な法人経営の観

点から改善を求めるもの（改善：４５法人）（※） 

○ 経常的な収支が継続してマイナス（赤字）となっていることから、収支の改善を図り、

経営基盤の安定を求めるもの（改善：３０法人） 

（※）新設学科だけではなく、既設の学科も対象 



（表１） 

 

  （注）同一法人に各区分の指摘事項が付された場合にはそれぞれで計上。 

 

４．履行状況報告書の情報公開等 

 

    大学等設置等に係る寄附行為（変更）認可後の財政状況及び施設等整備計画の履行状況

等を記載した報告書（以下、「履行状況報告書」という）を、学校法人として積極的に公

開することが期待される。なお、設置認可と認証評価の有機的な連携の一助として、各認

証評価機関に対しても、本調査の結果を参考送付する。 

 

 

調査対象学校法人 １１７法人 

指摘が付された学校法人 ８４法人 

  

法令違反 １５法人 

是正 ４４法人 

改善 ８２法人 



参 考 

 
１．用語の定義 
 

種 類 定  義 

附 帯 事 項 認可を受けた者が計画を履行するに当たって遵守すべき事項及び充
実することが望まれる事項 
 

指摘事項（法令違反） 法令に抵触すると認められる事項があり、学校法人に必要な措置を
とることを求める事項 
 

指摘事項（是  正） 管理運営上著しく不適切と認められる事項があり、学校法人に早急

な是正を求める事項 
 

指摘事項（改  善） 寄附行為に基づいた運営がなされていない場合や、設置計画に基づ
いた整備がなされていないと認められる事項があり、学校法人に改
善を求める事項。（認可時の附帯事項及び指摘事項について、引き
続き改善を求める場合を含む。） 
 

 
 
 
２．関係法令等 
 

○学校法人の寄附行為及び寄附行為の変更の認可に関する審査基準 
                     （平成１９年文部科学省告示第４１号）（抄） 
第６ その他 
３ 文部科学大臣は、第１から第５までの規定に基づく認可に係る計画及び附帯事項の  
履行の状況及び学校法人の経営の実態を確認するため必要があると認めるときは、書  
類、実地等による調査を実施するものとする。 



主な事例の指摘対象学科等⼀覧

〇代表的な指摘事項及び指摘法⼈について
（１）登記等の遅延等

①資産総額変更登記の遅延、代表権登記の遅延，財務書類等の備付けの遅延
①ー１資産総額変更登記の遅延（組合等登記令第三条）

⼤阪信愛⼥学院 神⼭学園

①ー２代表権登記の遅延（組合等登記令第⼆条）

⾦沢学院⼤学 神⼭学園 京都橘学園 光華⼥⼦学園 松蔭学園 ⽇本医療⼤学

廣池学園 ⽂京学院 北陸学院 和洋学園

①ー３財務書類等の備付けの遅延（私⽴学校法第四⼗七条）

⼤阪信愛⼥学院 研伸学園 光華⼥⼦学園 廣池学園 ⽂理学園 北海道武蔵⼥⼦学園

（２）理事会・評議員会の運営等
①理事⼜は評議員が寄附⾏為に定める数に対して⽋員（選任条項上の⽋員も含む）となっているため，是正を求めるもの

【是正】
 ５法⼈ 神⼭学園 北⾥研究所 ⼟佐リハ学院 豊⽥学園 北陸学院

②理事会・評議員会について，法令⼜は寄附⾏為に基づいた運営がなされていないため，開催順序等の是正を求めるもの

【是正】
 ８法⼈ ⾚⾨学院 ⼤阪信愛⼥学院 神⼭学園 京都橘学園 尚絅学園 柏専学院

吉⽥学園 ⽴教学院

（３）教学監査の未実施
①監事監査において教学監査を実施していないため，⼤学等での充実した教育研究の観点から監査に関する計画の是正を求めるもの

【是正】
 ３法⼈ 京都橘学園 ⾼野⼭学園 ⽴正⼤学学園

法⼈名
【法令違反】

 ２法⼈
※登記は3か⽉以内になされているため法令違反ではないが、法⼈の寄附⾏為に規定している「2か⽉以内」を超えているため、【法令違反】指摘事項として付す。

法⼈名
【法令違反】

 10法⼈

法⼈名
【法令違反】

 ６法⼈

法⼈名

法⼈名

法⼈名



主な事例の指摘対象学科等⼀覧

（４）⼊学定員未充⾜ （※新設学科だけではなく既設の学科も対象としている。）
①⼊学定員の未充⾜（０.５倍以下）の学科等について，健全な法⼈経営の観点から定員変更を含めた速やかな是正を求めるもの

【是正】
 34法⼈ 藍野⼤学 ⼤阪信愛⼥学院 ⼤阪滋慶学園 加計学園 ⾦沢学院⼤学 菊武学園

光華⼥⼦学園 ⾼野⼭学園 国際ビジネス学院 越原学園 佐久学園 松蔭学園

尚絅学園 湘南ふれあい学園 信州豊南学園 城⻄⼤学 椙⼭⼥学園 ⻘淵学園

園⽥学園 ⻑聖 都築学園 天理⼤学 富澤学園 豊⽥学園

⽇本医療⼤学 深堀学園 福岡⼥学院 福島学院 ⽂理学園 平成医療学園

北陸学院 北海道武蔵⼥⼦学園 松本学園 本⼭学園

②⼊学定員の未充⾜（０.５倍超〜０.７倍未満）の学科等について，健全な法⼈経営の観点から改善を求めるもの

【改善】
  45法⼈ 愛知淑徳学園 藍野⼤学 ⼤阪成蹊学園 加計学園 ⾦沢学院⼤学 菊武学園

北⾥研究所 響和会 ⾦城学院 ⾦城学園 光華⼥⼦学園 國學院⼤學

越原学園 佐久学園 松蔭学園 尚絅学園 昌賢学園 城⻄⼤学

常翔学園 椙⼭⼥学園 園⽥学園 都築学園 津曲学園 天理⼤学

富澤学園 中⻄学園 奈良学園 新潟科学技術学園 新潟総合学院
ノートルダム清⼼学
園

柏専学院 東⽇本学園 弘前城東学園 福岡⼥学院 福島学院 福原学園

⽂京学院 ⽂理学園 北陸学院 北陸⼤学 松本学園 ミスパリ学園

吉⽥学園 ⽴正⼤学学園 和洋学園

（５）経常的な収⽀がマイナス
①経常的な収⽀が継続してマイナス（⾚字）となっていることから，収⽀の改善を図り，経営基盤の安定を求めるもの

【改善】
  30法⼈ 暁学園 加計学園 河﨑学園 ⾦城学院 ⾦蘭会学園 敬⼼学園

光華⼥⼦学園 ⾼知学園 ⾼野⼭学園 越原学園 佐久学園 尚絅学園

昌賢学園 神野学園 中京学院 東京国際⼤学 奈良学園 新潟科学技術学園

新潟⻘陵学園 新潟総合学院
ノートルダム清⼼学
園

柏専学院 東⽇本学園 福島学院

北陸⼤学 北海道武蔵⼥⼦学園 松本学園 本⼭学園 柳城学院 和洋学園

法⼈名

法⼈名

法⼈名



調査対象 117法⼈

法令違反 是正 改善

1 愛知淑徳学
園

R6 研究科増設 愛知淑徳⼤学⼤学院
健康栄養科学研
究科(M)

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（愛知淑徳⼤学⾷健
康科学部⾷創造科学科）【改善】

2 藍野⼤学
R2
R6

専⾨職⼤学新設
研究科増設

びわこリハビリテーショ
ン専⾨職⼤学
藍野⼤学⼤学院

リハビリテー
ション学部
健康科学研究科
(M)

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（びわこリハビリテーション専⾨職⼤学リハビリテーション学
部⾔語聴覚療法学科）【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（びわこリハビリテーショ
ン専⾨職⼤学リハビリテーション学部作業療法学科）【改
善】

3 ⾚⾨学院 R5
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

電動モビリティシステム
専⾨職⼤学

電気⾃動⾞シス
テム⼯学部

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R5
年度当初予算）】【是正】

・学年進⾏中に設置計画が事前の協議なく変更されているこ
とから、速やかに⽂部科学省と協議するとともに、今後、緊急
かつやむを得ない事由により計画の変更を⾏う場合は、あらか
じめ⽂部科学省と協議すること。【是正】

4 追⼿⾨学院 R5 学部増設 追⼿⾨学院⼤学 法学部

5 ⼤阪医科薬
科⼤学

R3
R3

学部増設
研究科増設

⼤阪医科薬科⼤学
⼤阪医科薬科⼤学⼤学院

薬学部
薬学研究科
(M.D)

・負債率が⾼いことから、負債について計画どおり償還し、負
債額の減少に取り組むこと。【改善】

6 ⼤阪経済⼤
学

R6 学部増設 ⼤阪経済⼤学 国際共創学部

7 ⼤阪⻭科⼤
学

R6 学部増設 ⼤阪⻭科⼤学 看護学部

8 ⼤阪信愛⼥
学院

R4 ⼤学新設 ⼤阪信愛学院⼤学
教育学部、看護
学部

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（R5年度資産総額の変
更登記）【法令違反】

・財務書類等の備付けが２か年連続で遅延して⾏われてい
ることから、今後は法令の規定に基づき、所定の期⽇までに
⾏うこと。【法令違反】

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R4
年度決算・R6年度補正予算・中期計画の策定・中期計画
の変更）】【是正】

・理事会及び評議員会の委任状の様式について、⽩紙委任
状ともとれる記載があることから、その内容を改めること。【是
正】

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（⼤阪信愛学院⼤学教育学部教育学科）【是正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリ
オ）について、完成年度時点での収⽀が均衡する在籍学⽣
の数（損益分岐点）を算出すること。あわせて、収⽀が均衡
する学⽣数を確保できず⾚字が継続した場合について、⾚字
の程度に応じた複数のシミュレーションを⾏い、各シミュレーショ
ンに基づいた具体的な財務計画を策定し、着実に実⾏するこ
と。【是正】

・負債率が⾼いことから、負債について計画どおり償還し、負
債額の減少に取り組むこと。【改善】

・⼤阪信愛学院⼤学教育学部教育学科における学⽣確保
に向けた取組について、設定した⽬標の達成に向けた具体的
な実施計画を策定し、着実に実施するとともに、各取組と⼊
学者数との関連分析や各取組の実績等を踏まえて、学⽣確
保の取組の改善を機動的に⾏える態勢を整えること。【改善】

9 ⼤阪滋慶学
園

R3 学部増設 滋慶医療科学⼤学 医療科学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（滋慶医療科学⼤学医療科学部臨床⼯学科）【是
正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリ
オ）について、収容定員を削減した効果及び影響を具体的
に分析し、当該分析を踏まえた上で中⻑期的な財務計画を
⽴案するとともに、当該計画を着実に実施すること。【是正】

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

令和６年度⼤学等設置等に係る寄附⾏為（変更）認可後の財政状況及び施設等整備状況調査指摘事項

NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

10 ⼤阪成蹊学
園

R5 学部増設 ⼤阪成蹊⼤学
看護学部、デー
タサイエンス学
部

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⼤阪成蹊短期⼤学
グローバルコミュニケーション学科）【改善】

11 ⼤⼿前学園 R5 研究科増設 ⼤⼿前⼤学⼤学院
国際看護学研究
科(M)

12 帯広⼤⾕学
園

R5
短期⼤学の学科
増設

帯広⼤⾕短期⼤学 看護学科

・負債率が⾼いことから、負債について計画どおり償還し、負
債額の減少に取り組むこと。【改善】

13 加計学園
H30
R6

学部増設
研究科増設

岡⼭理科⼤学
岡⼭理科⼤学⼤学院

獣医学部
獣医学研究科
(M.D)

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（千葉科学⼤学薬学部薬学科）【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（岡⼭理科⼤学理学
部物理学科、化学科、⼯学部応⽤化学科、⽣命医療⼯学
科、教育学部初等教育学科、中等教育学科、千葉科学⼤
学危機管理学部保健医療学科、動物危機管理学科、看
護学部看護学科）【改善】

14 ⾦沢学院⼤
学

R6 学部増設 ⾦沢学院⼤学 情報⼯学部

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（⾦沢学院⼤学情報⼯学部情報⼯学科）【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⾦沢学院短期⼤学
幼児教育学科）【改善】

・⾦沢学院⼤学情報⼯学部における学⽣確保の取組につい
て、歩留率が他の学部等と⽐較して低いことを含めた定員未
充⾜の要因分析結果やオープンキャンパス以外の個々の取
組の効果等の検証結果を踏まえて、法⼈の学⽣募集に係る
戦略を明確化させ、当該戦略に基づく具体的な計画を新た
に策定し、実⾏すること。【改善】

15 神⼭学園 R5
法⼈新設（⾼等
専⾨学校新設）

神⼭まるごと⾼等専⾨学
校

デザイン・エン
ジニアリング学
科

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（R5年度資産総額の変
更登記、代表権登記）【法令違反】

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R4
年度決算・R5年度監事の監査報告）】【是正】

・理事に選任条項上の超過が⾒受けられることから、速やか
に改めること。【是正】

・評議員に選任条項上の⽋員及び超過が⾒受けられること
から、速やかに改めること。【是正】

・令和５年度中に開催された評議員会の実出席率が低いこ
とから、実出席を増やすよう努めること。【改善】

・教学監査の実施結果等を踏まえ、具体的な教学監査の実
施内容を含めた監査計画を策定した上で、教学監査の充実
に努めること。【改善】

16 関⻄医科⼤
学

R3 学部増設 関⻄医科⼤学
リハビリテー
ション学部

17 菊武学園 R3 学部の学科増設 名古屋産業⼤学
現代ビジネス学
部経営専⾨職学
科

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（名古屋産業⼤学現代ビジネス学部経営専⾨職学
科）【是正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリ
オ）について、各学科単位での収⽀が均衡する在籍学⽣の
数（損益分岐点）を算出し、特にマイナスの状態が継続し
ている部⾨においては、収⼊の増加と⽀出の削減に関する⽅
策の効果を分析し、当該分析結果を踏まえた財務計画を⽴
案するとともに、当該計画を着実に実施すること。【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（名古屋経営短期⼤
学⼦ども学科）【改善】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
やこれまで実施した個々の取組の効果等の検証結果が不⼗
分であることから、法⼈の学⽣募集に係る戦略を明確化さ
せ、当該戦略に基づく具体的な計画を新たに策定し、実⾏す
ること。【改善】

18 北⾥研究所
R5
R6

学部増設
研究科増設

北⾥⼤学
北⾥⼤学⼤学院

未来⼯学部
未来⼯学研究科
(M)

・評議員が選任条項上の⽋員となっていることから、速やかに
補充すること。【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（北⾥⼤学健康科学
部看護学科、医療検査学科）【改善】

19 京都⼥⼦学
園

R5 学部増設 京都⼥⼦⼤学
データサイエン
ス学部
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20 京都橘学園 R6 研究科増設 京都橘⼤学⼤学院
情報学研究科
(M)

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R4
年度決算・R5年度決算）】【是正】

・監事監査において教学監査を実施していないことから、今後
の監査に関する計画（監査項⽬及び実施体制等）を改め
ること。【是正】

・独⽴監査⼈による監査報告は決算確定後の計算書類に
基づき⾏うこと。【改善】

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

21 響和会 R3
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

和歌⼭リハビリテーショ
ン専⾨職⼤学

健康科学部

・⼤幅な定員未充⾜が継続した場合の対応⽅針（リスクシ
ナリオ）について、どのような場合にどのような⽅策をとっていく
かについて検討を⾏い、具体性のあるリスクシナリオを作成し、
機動的に実施できる態勢を整えること。【是正】

・学年進⾏中に当初の設置計画が変更されているにも関わら
ず、⽂部科学省への協議が⾏われていなかった等、コンプライ
アンス意識が低く、ガバナンスに⼤きな問題があることから、法
⼈全体としてガバナンス強化やコンプライアンスを推進する取
組を実施し、適切な法⼈運営を⾏うこと。【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（和歌⼭リハビリテー
ション専⾨職⼤学健康科学部リハビリテーション学科）【改
善】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
やこれまで実施した個々の取組の効果等の検証結果が不⼗
分であることから、法⼈の学⽣募集に係る戦略を明確化さ
せ、当該戦略に基づく具体的な計画を新たに策定し、実⾏す
ること。【改善】

・収⼊の増加と⽀出の削減に関する⽅策の効果を更に分析
し、当該分析結果を踏まえた上で、早急に中⻑期的な財務
計画を⽴案すること。また、当該計画を着実に実施するととも
に、計画の履⾏状況を確認し、必要に応じて⾒直しを⾏う
等、機動的に実施できる態勢を整えること。【改善】

・法⼈内の監事体制について、特に以下の点に留意し、体制
の強化に努めること。【改善】
○整備予定である内部監査組織について、着実に体制を整
え、内部監査を実施し、監事と連携を図ることにより、監事体
制の充実に努めること。
○監事の監査計画書の策定を着実に⾏い、教学監査も含
め、監査の充実に努めること。

22 巨樹の会 R4
組織変更（⼤学
新設）

令和健康科学⼤学
看護学部、リハ
ビリテーション
学部

23 ⾦城学院
R4
R4

学部増設
研究科増設

⾦城学院⼤学
⾦城学院⼤学⼤学院

看護学部
薬学研究科(D)

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⾦城学院⼤学⽂学
部外国語コミュニケーション学科、⼈間科学部コミュニティ福
祉学科）【改善】

24 ⾦城学園 R6 学部増設 ⾦城⼤学 総合経済学部

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⾦城⼤学総合経済
学部総合経済学科）【改善】

25 久留⽶⼤学 R6 学部の学科増設 久留⽶⼤学
医学部医療検査
学科

26 研伸学園 R5 ⼤学院新設 ⼀宮研伸⼤学⼤学院
看護学研究科
(M)

・財務書類等の備付けが遅延して⾏われたことから、今後は
法令の規定に基づき、所定の期⽇までに⾏うこと。【法令違
反】

・理事⻑と監事が現在、別法⼈等で上下関係にあることか
ら、監査の独⽴性が確保できる環境の整備に努めること。【改
善】

27 光華⼥⼦学
園

R6
短期⼤学の学科
増設

京都光華⼥⼦⼤学短期⼤
学部

⻭科衛⽣学科

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・財務書類等の備付けが遅延して⾏われたことから、今後は
法令の規定に基づき、所定の期⽇までに⾏うこと。【法令違
反】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（京都光華⼥⼦⼤学⼈間健康学群、看護福祉リハビ
リテーション学部福祉リハビリテーション学科）【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・負債率が⾼いことから、負債について計画どおり償還し、負
債額の減少に取り組むこと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（京都光華⼥⼦⼤学
キャリア形成学部キャリア形成学科、健康科学部⼼理学科、
こども教育学部こども教育学科）【改善】
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28 ⾼野⼭学園 R3 学部の学科増設 ⾼野⼭⼤学 ⽂学部教育学科

・監事監査において、教学監査を実施していないことから、今
後の監査に関する計画（監査項⽬及び実施体制等）を改
めること。【是正】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（⾼野⼭⼤学⽂学部教育学科）【是正】

・収容定員の⾒直しに伴う効果や影響を具体的に分析し、
当該分析を踏まえた上で中⻑期的な財務計画を⽴案すると
ともに、当該計画を着実に実施すること。【是正】

・理事⻑と監事が現在、別法⼈等で上下関係にあることか
ら、監査の独⽴性が確保できる環境の整備に努めること。【改
善】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続しており、かつ経常収⽀差額⽐率が悪化傾向にあること
から、収⽀の均衡を前提とした中⻑期的な財政計画の策
定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組むこと。【改善】

・⾼野⼭⼤学⽂学部教育学科の学⽣確保の取組について
は、定員未充⾜の要因の分析結果やこれまで実施した個々
の取組の効果等の検証結果を踏まえて、法⼈の学⽣募集に
係る戦略及び当該戦略に基づく具体的な計画について不断
の⾒直しを⾏い、実⾏すること。【改善】

29 國學院⼤學 R4 学部増設 國學院⼤學
観光まちづくり
学部

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（國學院⼤學北海道
短期⼤学部幼児・児童教育学科）【改善】

30 国際医療福
祉⼤学

H29 学部増設 国際医療福祉⼤学 医学部

31 国際ビジネス
学院

R3
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

かなざわ⾷マネジメント
専⾨職⼤学

フードサービス
マネジメント学
部

・監事監査における教学監査について、今後の監査に関する
計画を策定した上で、⾃⼰点検・評価の毎年の実施や、監
事が教授会等の教学部⾨の会議に参加する等、より実質的
な教学監査が実施できるように努めること。【是正】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（かなざわ⾷マネジメント専⾨職⼤学フードサービスマネ
ジメント学部フードサービスマネジメント学科）【是正】

・専⾨職⼤学単体での収⽀均衡を⽬標とした中⻑期的な学
⽣募集戦略を策定し、当該戦略に基づいた学⽣確保の取
組を着実に実施し、各取組の実績等を踏まえた取組の改善
を機動的に⾏うこと。例えば、教職員を含む学校法⼈全体が
専⾨職⼤学の強みを整理及び認識した上で、それらの強み
を⼗分に発信できるような新たな広報活動を展開するなどの
改善を図ること。【是正】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
や、これまで実施した個々の取組や効果等の検証結果を踏
まえ、ターゲット層や学⽣募集地域を明確に設定し、計画に
基づいた戦略的な学⽣募集活動を実施すること。【改善】

32 越原学園 R4 学部増設 名古屋⼥⼦⼤学 医療科学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（名古屋⼥⼦⼤学医療科学部作業療法学科、名古
屋⼥⼦⼤学短期⼤学部保育学科（第⼀部））【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（名古屋⼥⼦⼤学健
康科学部健康栄養学科、医療科学部理学療法学科、児
童教育学部児童教育学科、名古屋⼥⼦⼤学短期⼤学部
⽣活学科）【改善】

33 佐久学園 R3 学部増設 佐久⼤学 ⼈間福祉学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を調査・分析した結果を踏まえた学⽣募
集戦略を策定し、当該戦略に基づいた学⽣募集活動を展
開すること。また、必要に応じて収容定員を⾒直すなど、定員
未充⾜の不断の改善に取り組むこと。（佐久⼤学⼈間福祉
学部⼈間福祉学科）【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（佐久⼤学信州短期
⼤学部福祉学科）【改善】

・学⽣募集地域ごとの学⽣募集戦略を策定し、当該戦略に
基づいて地域と連携した学⽣募集活動を着実に実⾏すること
により、持続的な学⽣確保が可能となるように努めること。【改
善】

・佐久⼤学⼈間福祉学部の教育内容や養成する⼈材、習
得できる技能等が、就職先となり得る企業や業界において⼗
分に理解されるような広報活動を⾏うなど、卒業⽣の就職先
のニーズ等を捉えた学⽣募集活動を展開すること。【改善】

34 松蔭学園 R5 研究科増設 松蔭⼤学⼤学院
看護学研究科
(M)

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（松蔭⼤学コミュニケーション⽂化学部異⽂化コミュニ
ケーション学科、⽣活⼼理学科、⽇本⽂化コミュニケーション
学科、⼦ども学科、観光メディア⽂化学部観光⽂化学科、メ
ディア情報⽂化学科、看護学部看護学科）【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（松蔭⼤学経営⽂化
学部経営法学科）【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

35 尚絅学園 R5 学部増設 尚絅⼤学 こども教育学部

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R5
年度監事の監査報告）】【是正】

・定員充⾜率が極めて低いことから、定員未充⾜の不断の改
善に取り組むこと。（尚絅⼤学こども教育学部こども教育学
科、尚絅⼤学短期⼤学部総合⽣活学科）【是正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリ
オ）について、完成年度時点での収⽀が均衡する在籍学⽣
の数（損益分岐点）を算出し、収⼊の増加と⽀出の削減に
関する⽅策の効果を更に分析し、当該分析結果を踏まえた
上で中⻑期的な財務計画を⽴案するとともに、当該計画を
着実に実施すること。【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（尚絅⼤学現代⽂化
学部⽂化コミュニケーション学科）【改善】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
やこれまで実施した個々の取組の効果等の検証結果が不⼗
分であることから、法⼈の学⽣募集に係る戦略を明確化さ
せ、当該戦略に基づく具体的な計画を新たに策定し、実⾏す
ること。【改善】

36 昌賢学園 R3 学部増設 群⾺医療福祉⼤学 医療技術学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（群⾺医療福祉⼤学
短期⼤学部医療福祉学科）【改善】

37 湘南ふれあい
学園

R3 学部増設 湘南医療⼤学 薬学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（湘南医療⼤学薬学部医療薬学科）【是正】

・これまでに実施した学⽣確保のための取組による効果等の
検証結果を踏まえた学⽣募集を⾏った結果として、翌年度の
⼊学⾒込み者数を予測しているが、実際に⼊学に⾄った⼈
数と予測数との⽐較分析や、各取組の効果の把握を継続的
に⾏うことで、法⼈の学⽣募集に係る戦略の更なる明確化を
図り、当該戦略に基づく具体的な計画を策定し、着実に実
⾏すること。【改善】

38 信州豊南学
園

R6
法⼈新設（設置
者変更）

信州豊南短期⼤学

⾔語コミュニ
ケーション学
科、幼児教育学
科

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（信州豊南短期⼤学⾔語コミュニケーション学科、幼児教
育学科）【是正】

・現在検討を進めている経営改善のための会議等において、
収⼊の増加と⽀出の削減に関して、実効性のある具体的な
⽅策を策定し、実⾏すること。また、⽅策の効果を更に分析
し、当該分析結果を踏まえた上で中⻑期的な財務計画を⽴
案するとともに、当該計画を着実に実施すること。【是正】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
や、これまで実施した個々の取組の効果等の検証結果を踏
まえて、法⼈の学⽣募集に係る戦略を明確化させ、当該戦
略に基づく具体的な計画を新たに策定し、実⾏すること。【改
善】

39 滋慶学園 R5
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

東京情報デザイン専⾨職
⼤学

情報デザイン学
部

40 順天堂

R5
R5
R6
R6

学部増設
研究科増設
学部増設
研究科増設

順天堂⼤学
順天堂⼤学⼤学院
順天堂⼤学
順天堂⼤学⼤学院

健康データサイ
エンス学部
保健医療学研究
科(M)
薬学部
国際教養学研究
科(M)

41 城⻄⼤学 R5 研究科増設 城⻄国際⼤学⼤学院
健康科学研究科
(M)

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（城⻄国際⼤学福祉総合学部福祉総合学科）【是
正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（城⻄国際⼤学薬学
部医療薬学科）【改善】

42 常翔学園

R2
R2
R5
R6

学部増設
学部増設
学部増設
研究科増設

摂南⼤学
広島国際⼤学
摂南⼤学
摂南⼤学⼤学院

農学部
健康スポーツ学
部
現代社会学部
農学研究科
(M.D)

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（広島国際⼤学健康
科学部社会学科、⼼理学科）【改善】

43 神野学園 R2 学部増設 岐⾩医療科学⼤学 薬学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

44 椙⼭⼥学園 R6 学部増設 椙⼭⼥学園⼤学 情報社会学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（椙⼭⼥学園⼤学外国語学部国際教養学科、⼈間
関係学部⼈間共⽣学科、情報社会学部現代社会学科）
【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（椙⼭⼥学園⼤学外
国語学部英語英⽶学科）【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

45 ⻘淵学園 R3 学部の学科増設 東都⼤学
幕張ヒューマン
ケア学部臨床⼯
学科

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（東都⼤学幕張ヒューマンケア学部臨床⼯学科、健康
科学科、管理栄養学部管理栄養学科）【是正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリ
オ）について、学科単位での収⽀が均衡する在籍学⽣の数
（損益分岐点）を算出した上で、⼤学全体の学⽣確保の
状況分析や今後の学部再編を踏まえた財務計画を策定し、
当該計画を着実に実施すること。【是正】

・開設後に設置された⼤学も含めた競合校との⽐較分析を
不断に⾏い、本学科の強みを明確にした上で、それらが⾼校
⽣や進路指導教員等に⼗分に理解されるような広報活動を
⾏うこと。例えば、⾼校訪問や⾼校⽣への出前授業の回数を
増やすなど、⾼校⽣に直接アプローチできる機会を増やし、そ
れらの実績を踏まえながら広報戦略の改善を図ること。【改
善】

46 園⽥学園 R3 学部増設 園⽥学園⼥⼦⼤学 経営学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、定員未充⾜の
不断の改善に取り組むこと。（園⽥学園⼥⼦⼤学経営学
部ビジネス学科）【是正】

・⾼等学校以下の学校も含めた設置校全体の定員未充⾜
の改善計画を策定し、当該計画に基づき学校法⼈全体とし
ての着実な改善⽅策を講じることで、迅速な財務状況の改
善に努めること。【是正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリ
オ）について、最悪のケースも想定しながら現実的に実現しう
る計画を策定すること。また、園⽥学園⼥⼦⼤学経営学部
の完成年度以降も、継続した経費節減策を着実に実⾏し、
不断の経営改善に取り組むこと。【是正】

・負債率が⾼いことから、負債について計画どおり償還し、負
債額の減少に取り組むこと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（園⽥学園⼥⼦⼤学
⼈間健康学部⾷物栄養学科、⼈間教育学部児童教育学
科、園⽥学園⼥⼦⼤学短期⼤学部幼児教育学科）【改
善】

47 ⾼⽊学園
R3
R6

⼤学の学部の設
置者変更
学部の学科増設

福岡国際医療福祉⼤学
福岡国際医療福祉⼤学

看護学部
医療学部診療放
射線学科

48 ⾼崎健康福
祉⼤学

R4 研究科増設 ⾼崎健康福祉⼤学⼤学院
農学研究科
(M.D)

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

49 ⻑聖 R6
短期⼤学の学科
増設

⻑野短期⼤学 幼児教育学科

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（⻑野短期⼤学幼児教育学科）【是正】

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

・策定した中・⻑期財務計画を着実に実施するとともに、⻑
野短期⼤学幼児教育学科の次年度の定員充⾜率が改善
しなかった場合も想定した上で、実態に沿った計画となるよう
に財務計画の⾒直しを不断に⾏うこと。【改善】

・⻑野短期⼤学幼児教育学科の学⽣確保の取組について、
競合校の学⽣募集状況や、⼊試動向、受験対象者のニー
ズを踏まえた学⽣募集に係る戦略を明確化させ、当該戦略
に基づく各取組の⽬標（実施回数、参加者数等）を具体
的に設定し、各取組を着実に実⾏すること。【改善】

50 筑波学園 R4
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

アール医療専⾨職⼤学
リハビリテー
ション学部

51 都築学園
R2
R2
R3

学部増設
⼤学院施設
⼤学院新設

第⼀薬科⼤学
⽇本薬科⼤学⼤学院
第⼀薬科⼤学⼤学院

看護学部
薬学研究科(D)
薬学研究科(D)

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（第⼀薬科⼤学薬学部薬科学科、神⼾医療未来⼤
学⼈間社会学部未来社会学科、健康スポーツ学部健康ス
ポーツコミュニケーション学科）【是正】

・理事と監事が現在、別法⼈等で上下関係にあることから、
監査の独⽴性が確保できる環境の整備に努めること。【改
善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（第⼀薬科⼤学薬学
部漢⽅薬学科、⽇本薬科⼤学薬学部医療ビジネス薬科学
科）【改善】

52 津曲学園 R5 学部増設 ⿅児島国際⼤学 看護学部

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⿅児島国際⼤学国
際⽂化学部⾳楽学科）【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

53 天理⼤学 R5
⼤学の学部の設
置者変更

天理⼤学 医療学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（天理⼤学⼈⽂学部宗教学科、国⽂学国語学科、
国際学部中国語学科、⽇本学科）【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（天理⼤学⼈⽂学部
歴史⽂化学科、⼼理学科、社会教育学科、社会福祉学
科、国際学部韓国・朝鮮語学科、英⽶語学科、外国語学
科）【改善】

・教学監査について、監査項⽬の策定や実施体制の整備を
踏まえ、計画どおりに教学監査を実施すること。【改善】

・内部監査について、監査基本⽅針の策定や監査実施計画
を踏まえ、計画どおりに内部監査を実施し、監事監査の⽀援
の充実を図ること。【改善】

54 東海⼤学 R4 学部増設 東海⼤学 児童教育学部

55 東京国際⼤
学

R3 学部増設 東京国際⼤学 医療健康学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

56 東北医科薬
科⼤学

H28
R5

学部増設
研究科増設

東北医科薬科⼤学
東北医科薬科⼤学⼤学院

医学部
医学研究科(D)

57 徳洲会
R2
R4

法⼈新設（⼤学
新設）
⼤学院新設

湘南鎌倉医療⼤学
湘南鎌倉医療⼤学⼤学院

看護学部
看護学研究科
(M.D)

58 ⼟佐リハ学院 R6
組織変更（⼤学
新設）

⾼知健康科学⼤学 健康科学部

・評議員が選任条項上の⽋員となっていることから、速やかに
補充すること。【是正】

・教学監査について、監査項⽬の策定や実施体制の整備を
踏まえ、計画どおりに教学監査を実施すること。【改善】

59 富澤学園 R3 学部の学科増設 東北⽂教⼤学
⼈間科学部⼈間
関係学科

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、定員未充⾜の
不断の改善に取り組むこと。（東北⽂教⼤学短期⼤学部
現代福祉学科）【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（東北⽂教⼤学短期
⼤学部⼦ども学科）【改善】

60 豊⽥学園 R3 学部増設 岐⾩保健⼤学
リハビリテー
ション学部

・財務書類等について、備付け及び閲覧に供されていないも
のがあるため、速やかに是正すること。（・事業報告書・監査
報告書・役員名簿）【法令違反】

・評議員が選任条項上の⽋員となっていることから、速やかに
補充すること。【是正】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（岐⾩保健⼤学リハビリテーション学部作業療法学
科）【是正】

・学⽣⽣徒等納付⾦に対する教育活動⽀出の割合が同系
統の学校法⼈の平均値に⽐べ低いことから、学⽣⽣徒等納
付⾦の学⽣への還元に取り組むこと。【改善】

61 中⻄学園 R5 研究科増設 名古屋学芸⼤学⼤学院
看護学研究科
(M)

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（名古屋外国語⼤学
外国語学部フランス語学科）【改善】

62 奈良学園 R5 研究科増設 奈良学園⼤学⼤学院
リハビリテー
ション学研究科
(M)

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（奈良学園⼤学⼈間
教育学部⼈間教育学科）【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

63 新潟科学技
術学園

R5 学部増設 新潟薬科⼤学
医療技術学部、
看護学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（新潟薬科⼤学薬学
部薬学科）【改善】

64 新潟⻘陵学
園

R5 学部の学科増設 新潟⻘陵⼤学
福祉⼼理⼦ども
学部⼦ども発達
学科

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

65 新潟総合学
院

R2
R3

組織変更（専⾨
職⼤学新設）
学部増設

開志専⾨職⼤学
開志専⾨職⼤学

事業創造学部、
情報学部
アニメ・マンガ
学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・新⼊⽣及びその保護者に対する寄附⾦の募集について、学
⽣募集要項や寄附⾦の募集趣意書等に任意であることを明
記すること。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（開志専⾨職⼤学事
業創造学部事業創造学科）【改善】

・設置校の定員未充⾜の状態が継続していることにより、学
校法⼈の財務状況が悪化傾向にあるため、要因分析を⼗分
に⾏うこと。また、当該分析結果を踏まえ、必要に応じて中⻑
期的な財務計画の⾒直しを⾏うとともに、当該計画を着実に
実施すること。【改善】

66 新潟総合学
園

R4
R6

⼤学院新設
学部の学科増設

新潟⾷料農業⼤学⼤学院
新潟医療福祉⼤学

⾷料産業学研究
科(M)
⼼理・福祉学部
⼼理健康学科

67 ⻄⼤和学園
R2
R3

学部増設
学部増設

⼤和⼤学
⼤和⼤学

理⼯学部
社会学部

・学⽣⽣徒等納付⾦に対する教育活動⽀出の割合が同系
統の学校法⼈の平均値に⽐べ低いことから、学⽣⽣徒等納
付⾦の学⽣への還元に取り組むこと。【改善】

・教学監査については、理事会及び評議員会への出席にとど
まらず、監査計画に監査項⽬や実施体制等を盛り込んだ上
で実施する等、充実に努めること。【改善】

68 ⽇本医療⼤
学

R3
R4
R4
R5
R6

学部の学科増設
学部増設
学部の学科増設
通信教育課程設
置
⼤学院新設

⽇本医療⼤学
⽇本医療⼤学
⽇本医療⼤学
⽇本医療⼤学
⽇本医療⼤学⼤学院

保健医療学部臨
床検査学科
総合福祉学部
保健医療学部臨
床⼯学科
通信教育部総合
福祉学部ソー
シャルワーク学
科
保健医療学研究
科(M)

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（⽇本医療⼤学保健医療学部臨床⼯学科、総合福祉学
部介護福祉マネジメント学科、ソーシャルワーク学科）【是
正】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
やこれまで実施した個々の取組の効果等の検証結果が不⼗
分であることから、法⼈の学⽣募集に係る戦略を明確化さ
せ、当該戦略に基づく具体的な計画を新たに策定し、実⾏す
ること。【改善】

69 ⽇本教育財
団

R2
R3
R3

専⾨職⼤学新設
専⾨職⼤学新設
専⾨職⼤学新設

東京国際⼯科専⾨職⼤学
名古屋国際⼯科専⾨職⼤
学
⼤阪国際⼯科専⾨職⼤学

⼯科学部
⼯科学部
⼯科学部

・学⽣⽣徒等納付⾦に対する教育活動⽀出の割合が同系
統の学校法⼈の平均値に⽐べ低いことから、学⽣⽣徒等納
付⾦の学⽣への還元に取り組むこと。【改善】

70 ノートルダム
清⼼学園

R6
R6

学部増設
学部増設

ノートルダム清⼼⼥⼦⼤
学
ノートルダム清⼼⼥⼦⼤
学

国際⽂化学部
情報デザイン学
部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（ノートルダム清⼼⼥
⼦⼤学⽂学部英語英⽂学科、国際⽂化学部国際⽂化学
科、情報デザイン学部情報デザイン学科）【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

71 柏専学院 R3
通信教育課程設
置

新潟産業⼤学
経済学部経済経
営学科通信教育
課程

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R5
年度当初予算）】【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・近年、財務状況に関する複数の⽐率の推移が悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（新潟産業⼤学経済
学部⽂化経済学科）【改善】

72 東⽇本学園 R5 研究科増設 北海道医療⼤学⼤学院
医療技術科学研
究科(M)

・理事と監事が現在、別法⼈等で上下関係にあることから、
監査の独⽴性が確保できる環境の整備に努めること。【改
善】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（北海道医療⼤学看
護福祉学部福祉マネジメント学科）【改善】

73 兵庫医科⼤
学

R4
R4
R4
R4
R4
R4

学部増設
学部増設
学部増設
研究科増設
研究科増設
研究科増設

兵庫医科⼤学
兵庫医科⼤学
兵庫医科⼤学
兵庫医科⼤学⼤学院
兵庫医科⼤学⼤学院
兵庫医科⼤学⼤学院

看護学部
リハビリテー
ション学部
薬学部
看護学研究科
(M)
リハビリテー
ション科学研究
科(M)
薬学研究科(D)

74 廣池学園 R6 学部増設 麗澤⼤学 ⼯学部

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・財務書類等の備付けが遅延して⾏われたことから、今後は
法令の規定に基づき、所定の期⽇までに⾏うこと。【法令違
反】

・新⼊⽣及びその保護者に対する寄附⾦の募集について、学
⽣募集要項や寄附⾦の募集趣意書等に任意であることを明
記すること。【改善】

・⾚字となっている収益事業について、引き続き適切な運営を
⾏い、その収益を私⽴学校の経営に充てられるよう改善に取
り組むこと。【改善】

75 弘前城東学
園

R6 ⼤学院新設 弘前医療福祉⼤学⼤学院
地域健康⽀援学
研究科(M)

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（弘前医療福祉⼤学
短期⼤学部⼝腔衛⽣学科）【改善】

76 深堀学園 R5
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

グローバルBiz専⾨職⼤
学

グローバルビジ
ネス学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（グローバルBiz専⾨職⼤学グローバルビジネス学部グローバ
ルビジネス学科）【是正】

・理事会及び評議員会の委任状の様式について、議案ごとの
意⾒表⽰（賛成・反対や意⾒の記述）ができる形となってお
らず、⽩紙委任状ともとれることから、その内容を改めること。
【是正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じていることから、申請時に作成し
ている⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスク
シナリオ）の実施状況を踏まえ、マイナスの状態が継続してい
る部⾨においては、収⼊の増加⽅策のみならず、⽀出の削減
に関する⽅策の効果も分析の上、財務計画の⾒直しを⾏うと
ともに、当該計画を着実に実⾏すること。【是正】

・教学監査については、理事会及び評議員会における事業
計画及び報告の確認等にとどまらず、監査計画に監査項⽬
や実施体制等を盛り込んだ上で実施する等、充実に努めるこ
と。【改善】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
やこれまで実施した個々の取組の効果等の検証結果を踏ま
えて、法⼈の学⽣募集に係る戦略を明確化させ、当該戦略
に基づく具体的な計画を新たに策定し、実⾏すること。【改
善】

77 福岡⼥学院 R5 ⼤学院新設
福岡⼥学院看護⼤学⼤学
院

看護学研究科
(M)

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（福岡⼥学院⼤学短期⼤学部英語科）【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（福岡⼥学院⼤学⼈
⽂学部⾔語芸術学科、国際キャリア学部国際英語学科）
【改善】

78 福島学院 R5 学部増設 福島学院⼤学
マネジメント学
部

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（福島学院⼤学マネジメント学部地域マネジメント学科）
【是正】

・⼤幅な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリ
オ）について、新設組織のみならず、法⼈全体としての収⼊
の増加と⽀出の削減に関する⽅策の効果を更に分析し、当
該分析を⼗分⾏った上で中⻑期的な財務計画を⽴案すると
ともに、当該計画を着実に実施すること。【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（福島学院⼤学短期
⼤学部⾷物栄養学科）【改善】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因の分析結果
や、これまで継続して実施している各取組及び新たに実施し
た取組それぞれの効果等の検証結果を踏まえて、法⼈の学
⽣募集に係る戦略の更なる明確化を図り、当該戦略に基づ
く具体的な計画を策定し、着実に実⾏すること。【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

79 福原学園

R4
R5
R6
R6

研究科増設
学部の学科増設
学部の学科増設
⼤学院新設

九州共⽴⼤学⼤学院
九州⼥⼦⼤学
九州共⽴⼤学
九州⼥⼦⼤学⼤学院

経済・経営学研
究科(M)
⼈間科学部児
童・幼児教育学
科
スポーツ学部こ
どもスポーツ教
育学科
⼈間科学研究科
(M)

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（九州⼥⼦⼤学家政
学部⽣活デザイン学科、九州⼥⼦短期⼤学⼦ども健康学
科）【改善】

80 ⽂京学院 R6 研究科増設 ⽂京学院⼤学⼤学院
福祉医療マネジ
メント研究科
(P)

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⽂京学院⼤学外国
語学部英語コミュニケーション学科、⼈間学部児童発達学
科、⼈間福祉学科）【改善】

81 ⽂理学園 R5 学部増設 ⽇本⽂理⼤学 保健医療学部

・財務書類等の備付けが遅延して⾏われたことから、今後は
法令の規定に基づき、所定の期⽇までに⾏うこと。【法令違
反】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（⽇本⽂理⼤学⼯学部航空宇宙⼯学科）【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⽇本⽂理⼤学⼯学
部機械電気⼯学科）【改善】

82 平成医療学
園

R4
R6

学部の学科増設
学部増設

宝塚医療⼤学
宝塚医療⼤学

和歌⼭保健医療
学部看護学科
観光学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、必要に応じて収容定員
を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組むこと。
（宝塚医療⼤学保健医療学部⼝腔保健学科、観光学部
観光学科）【是正】

・負債率が⾼いことから、負債について計画どおり償還し、負
債額の減少に取り組むこと。【改善】

・学⽣確保の取組について、定員未充⾜の要因を分析し、
ターゲット層の拡張・⾒直しや、当該ターゲットに対する効果
的な学⽣募集活動を⾏うなど、法⼈の学⽣募集に係る戦略
の明確化を図り、当該戦略に基づく具体的な計画を策定し、
着実に実⾏すること。【改善】

・主として医療系の学部・学科を有する宝塚医療⼤学に観
光学部を置くことの意義について法⼈内で⼗分に整理・共有
した上で、学⽣募集のためのPR活動においても効果的に周
知を図るほか、必要に応じて⾃治体や地域の経済界等との
連携を図るなど、理事⻑のリーダーシップの下、学⽣確保の取
組の改善を機動的に⾏える態勢を整えること。【改善】

83 北杜学園 R6 ⼤学新設 仙台⻘葉学院⼤学 看護学部

84 北陸学院 R5 学部増設 北陸学院⼤学 健康科学部

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・理事が選任条項上の⽋員となっていることから、速やかに補
充すること。【是正】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（北陸学院⼤学教育学部幼児教育学科、初等中等
教育学科、社会学部社会学科）【是正】

・負債率が⾼いことから、負債について計画どおり償還し、負
債額の減少に取り組むこと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（北陸学院⼤学健康
科学部栄養学科）【改善】

85 北陸⼤学 R5 学部の学科増設 北陸⼤学
医療保健学部理
学療法学科

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（北陸⼤学経済経営
学部経済学科）【改善】

86 北海道武蔵
⼥⼦学園

R6 ⼤学新設 北海道武蔵⼥⼦⼤学 経営学部

・財務書類等の備付けが遅延して⾏われたことから、今後は
法令の規定に基づき、所定の期⽇までに⾏うこと。【法令違
反】

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（北海道武蔵⼥⼦短期⼤学英⽂学科）【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

87 松本学園 R3 ⼤学新設 松本看護⼤学 看護学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（松本短期⼤学介護福祉学科）【是正】

・短期⼤学で定員未充⾜の状況が続いていることから、⼤幅
な定員未充⾜が⽣じた場合の対応⽅針（リスクシナリオ）に
ついて、収⼊の増加と⽀出の削減に関する⽅策の効果を更
に分析するとともに、どのような場合にどのような⽅策をとってい
くか等の具体性のあるリスクシナリオを作成すること。【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（松本短期⼤学幼児
保育学科）【改善】

88 ミスパリ学園 R5
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

ビューティ＆ウェルネス
専⾨職⼤学

ビューティ＆
ウェルネス学部

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（ビューティ＆ウェルネ
ス専⾨職⼤学ビューティ＆ウェルネス学部ビューティ＆ウェルネ
ス学科）【改善】

89 宮崎学園 R5 ⼤学院新設 宮崎国際⼤学⼤学院
国際教養研究科
(M)

90 明治学院 R6 学部増設 明治学院⼤学 情報数理学部

91 佑愛学園 R6 ⼤学新設 愛知医療学院⼤学
リハビリテー
ション学部

92 吉⽥学園 R5 ⼤学院新設 札幌保健医療⼤学⼤学院
保健医療学研究
科(M)

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R5
年度決算・R5年度監事の監査報告）】【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（札幌保健医療⼤学
保健医療学部栄養学科）【改善】

93 ⽴教学院 R5 研究科増設 ⽴教⼤学⼤学院
スポーツウエル
ネス学研究科
(M.D)

・理事会及び評議員会の運営に関し、以下の事項について
適切に⾏うこと。【・理事会及び評議員会の開催順序（・R6
年度当初予算・中期計画の策定）】【是正】

94 ⽴正⼤学学
園

R3 学部増設 ⽴正⼤学
データサイエン
ス学部

・監事監査において教学監査を実施していないことから、今後
の監査に関する計画（監査項⽬及び実施体制等）を改め
ること。【是正】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（⽴正⼤学地球環境
科学部地理学科）【改善】

95 和洋学園 R6 研究科増設 和洋⼥⼦⼤学⼤学院
看護学研究科
(M)

・登記が遅延して⾏われたことから、今後は法令の規定に基
づき、所定の期⽇までに⾏うこと。（代表権登記）【法令違
反】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・定員充⾜率が低いことから、今後の定員充⾜の在り⽅につ
いて検討し、その改善に取り組むこと。（和洋⼥⼦⼤学国際
学部英語コミュニケーション学科、家政学部家政福祉学
科）【改善】

96 暁学園 R2 学部の学科増設 四⽇市看護医療⼤学
看護医療学部臨
床検査学科

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

97 ⽳吹学園 R3
組織変更（専⾨
職短期⼤学新
設）

せとうち観光専⾨職短期
⼤学

観光振興学科



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

98 河﨑学園 R4 ⼤学院新設
⼤阪河﨑リハビリテー
ション⼤学⼤学院

リハビリテー
ション研究科
（M）

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

99 京都産業⼤
学

R4 研究科増設 京都産業⼤学⼤学院
現代社会学研究
科（M）

100 共⽴⼥⼦学
園

R2 学部増設 共⽴⼥⼦⼤学 ビジネス学部

101 ⾦蘭会学園 R4 ⼤学院新設 千⾥⾦蘭⼤学⼤学院
看護学研究科
(M)

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

102 敬⼼学園 R2
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

東京保健医療専⾨職⼤学
リハビリテー
ション学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

103 ⾼知学園 R2 ⼤学新設 ⾼知学園⼤学 健康科学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

104 修⽂学院 R2 学部増設 修⽂⼤学 医療科学部

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

105 昭和⼥⼦⼤
学

R5 研究科増設 昭和⼥⼦⼤学⼤学院
福祉社会・経営
研究科(P)

106 駿河台⼤学 R2 学部増設 駿河台⼤学 スポーツ科学部

107 聖カタリナ学
園

R4 ⼤学院新設 聖カタリナ⼤学⼤学院
看護学研究科
(M)

108 中京学院 R2
法⼈新設（設置
者変更）

中京学院⼤学
中京学院⼤学短期⼤学部

経営学部、看護
学部
健康栄養学科、
保育科

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】



法令違反 是正 改善NO. 学校法⼈名
開設
年度

区分 学校名 学部・学科等名
指摘事項

109 電⼦学園 R2
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

情報経営イノベーション
専⾨職⼤学

情報経営イノ
ベーション学部

・学⽣⽣徒等納付⾦に対する教育活動⽀出の割合が同系
統の学校法⼈の平均値に⽐べ低いことから、学⽣⽣徒等納
付⾦の学⽣への還元に取り組むこと。【改善】

110 常磐⼤学 R4 研究科増設 常磐⼤学⼤学院
看護学研究科
(M)

111 永守学園 R2 学部増設 京都先端科学⼤学 ⼯学部

112 濱名⼭⼿学
院

R2
⼤学の学部の設
置者変更

関⻄国際⼤学 現代社会学部

113 広島⽂化学
園

R4 研究科増設 広島⽂化学園⼤学⼤学院
⼈間健康学研究
科（M)

114 松商学園 R4 研究科増設 松本⼤学⼤学院
総合経営研究科
（M）

115 武庫川学院 R2 学部増設 武庫川⼥⼦⼤学 経営学部

・経常収⼊に対する教育研究経費の割合が同系統の⼤学
等を設置する学校法⼈の平均値に⽐べ低く、かつ近年この
割合が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上
に取り組むこと。【改善】

116 本⼭学園 R2
組織変更（専⾨
職⼤学新設）

岡⼭医療専⾨職⼤学 健康科学部

・定員充⾜率が極めて低いことから、学⽣確保の個々の取組
と⼊学者数との関連を⼗分に調査・分析し、必要に応じて収
容定員を⾒直すなど、定員未充⾜の不断の改善に取り組む
こと。（岡⼭医療専⾨職⼤学健康科学部作業療法学科）
【是正】

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】

117 柳城学院 R2 ⼤学新設 名古屋柳城⼥⼦⼤学 こども学部

・近年、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額がマイナスの状態で
継続していることから、収⽀均衡を前提とした中⻑期的な財
務計画の策定・実⾏など、経営基盤の安定確保に取り組む
こと。【改善】




